
日経STOCKリーグ
探究的な公共の学び
神奈川県立相模原中等教育学校 上崎 雅美



自己紹介

上崎雅美(こうざきまさみ)

社会科・地歴公民科教諭

大学院修了後、本庄東高等学校（埼玉県）か

ら教員生活をスタートさせ、和洋九段女子中

学高等学校（東京都）に13年勤務。その後公

立学校に転じ東京都公立中学校教諭を経て

神奈川県高等学校地歴公民科教諭。相模原

中等教育学校に着任し３年目。５年次(高校２

年)担任。公共・日本史担当。



神奈川県立相模原中等教育学校とは

いわゆる公立中高一貫校
神奈川県立２校の中等教育学校の１つ

教育目標は「次世代を担うリーダーの育成」
理系選択者が多い

卒業生の約４割は国公立大学に進学
毎年東京大学進学者がいる

探究的な学びを中心に据えたカリキュラム構成

生徒たちは勉強も部活も行事もがんばる

何事にも積極的な生徒が多い



日経STOCKリーグに取り組みたいと思ったきっかけ

いつか取り
組んでみた
い

新学習指導要
領は探究的な
学びが軸

何事にも積
極的な生徒
たち

４年次担任 公共授業担当に

授業の一貫として４・５年で
参加

日経STOCKリーグと公
共は親和性が高い
投資を通じて社会課題
を解決する



相模原中等教育学校 公共カリキュラム

３年
政治分野中心
憲法
国会・内閣・裁判所
地方自治
政治参加
国際政治

４年
経済分野中心
市場経済
金融・財政
日本経済史
労働問題
国際経済

模擬投票 裁判傍聴 省庁訪問 日銀見学 東証見学



レポート作成の流れ（昨年度）

７月
チーム
編成

８月
チーム
登録

９月
テーマ設定
銘柄ピック
アップ

10月
投資基準づ
くり
新聞ノート

11月
ポートフォリオ
構築
12月
バーチャル投資
レポート
作成

１
月

10
日

提
出

年末年始の
追い込み

適宜フィールドワーク（訪問・オンライン）



テーマ 高校生の感覚×社会課題

カップル応援 お一人様 美容と食事

人類ムキムキプロジェクト 米粉 昆虫食

コスプレ 食品サブスク e-スポーツ

3Dフードプリンター カーボンリサイクル

オーダーメイドメイク コネクテッドカー

観葉植物 リスキリング×AI 娯楽施設



10月 日経新聞ノート スクリーニング基準づくり

日本経済新聞を無料購読できる

紙の新聞をめくって情報を探す

発見がある

スクリーニング
テーマに沿った投資→どのような
基準で企業を選ぶのかを考える

ESG投資の視点をもつこと



投資基準作成 （オーダーメイドメークより）







フィールドワーク

実際に企業に訪問、オンラインミーティン

グ、売り場の観察、メールでの質問などを

行いレポートに反映させる。

→実際の企業人たちとの意見交換は生

徒への刺激になる



入選レポート New Generation Sports より

また、実際に企業に直接訪問できたことは何よ

りの学びであったと考える。企業訪問を通じて

上記のような取り組みや工夫をしていることを

実際に確認することができた。

また、「我々はこの事業で必ず成功させる」、

「我々の事業を通じて世界を変えたい」などと

いう企業の熱い思いを感じることができた。



高大連携を使った意見交換

本校と産業能率大学の高大連携協定

産業能率大学倉田洋教授のゼミ生と本校生徒のオンラ

インミーティング

倉田ゼミは毎年日経STOCKリーグに取り組んでおり、

大学生がどのように日経STOCKリーグに取り組んでい

るのかを知り、自分たちにはない視点を得られる。

産能大の学生さんたちが真剣にこたえてくれたことで、

生徒たちの心に火がつきました！



参加生徒のみなさんへ 12月から１月の最終段階

12月に入ったらとにかくレポートを

書く！

PDF化してページ数確認

送信可能なデバイスか確認



生徒の成長

実際の社会とつながる
→生徒の興味関心は高まる

フィールドワークに出る

教員以外の大人との会話は生徒
を成長させる



教員の役割

教員は生徒と共に学ぶ

教員は生徒よりも知っていなけれ

ばならない→×

探究的な学びにおいては生徒と

一緒に「面白がる」ことが大切



振り返り集会

３月２２日（水）に実施

本校の探究的学びの柱としてSTOCKリーグ
を継続→３年生は来年度に向けた動機付け

高校部門優秀賞（この後お話しをします！）
入選レポートの発表

日経様、野村様よりご講評をいただく。







授業の様子はこちらでご覧ください

大人が考える金融経済教育 まなびの現場、先生の想い

YouTube 日経CNBCチャンネルにて公開中

「大人が考える金融経済教育」で検索してください。



指導に際しての反省と今年度の改善点

指導の動きが遅かった。９月からの本格ス

タートであったが夏休みを有効活用してテ

ーマに関わるフィールドワークやメール調

査を行うべきであった。

→夏休み前にチーム編成 フィールドワー

クを夏の宿題に



社会とつながる経験で
生徒の学びを豊かに

ご清聴ありがとうございました。
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